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＜資料１＞学習指導要領改訂のスケジュール（高等学校部分を抜粋）

「社会に開かれた教育課程」の実現をめざして
学習指導要領を改訂

　新学習指導要領では、「よりよい学校教育を通じてより

よい社会を創る」という目標を学校と社会が共有し、連

携・協働しながら、新しい時代に求められる資質・能力

を子供たちに育む「社会に開かれた教育課程」の実現を
めざしている。そのため、学習指導要領等が、学校、家

庭、地域の関係者が幅広く共有し活用できる「学びの地

図」としての役割を果たすことができるよう、「何を学ぶ

か」「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」と

いう構造がわかりやすく示されている＜資料２＞。

Par t  1
新教育課程のポイント

　まず、2018年３月に告示された高等学校の学習指導要領と、同年７月に公表された学習指導要領解説などから、
新学習指導要領や新教育課程のポイントを簡単に振り返る。
　詳細については文部科学省のホームページ「平成29・30年改訂　学習指導要領、解説等」を参照いただきたい。

（文部科学省ホームページ「平成29・30年改訂　学習指導要領、解説等」より）

　2018年３月に告示された高等学校の新学習指
導要領は、2022年度から年次進行で実施される
＜資料１＞。育成をめざす「資質・能力」の明確化、
「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけた授
業改善、「カリキュラム・マネジメント」などとともに、
教科・科目の新設もポイントである。
　教科書がまだ発行されておらず、大学入試での
各科目の扱いなども未定の状況だが、2020年度
または2021年度中に、新学習指導要領に基づく
教育課程（以下、新教育課程）を公表するため、
検討を進めている高校も多いのではないか。
　そこで今回の「変わる高校教育」は、2022年
度からの新教育課程の編成をテーマにお届けする。

　Part.1では、新学習指導要領の概要と、アン
ケート結果からガイドライン読者の先生方が新教
育課程について感じている期待や課題を紹介する。
Part.2では、2019年度中に新教育課程の検討を
始めた２高校に、現時点での検討状況をうかがった。

新教育課程編成に向けて
第25回

変わる高校教育
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国語、地理歴史、公民などを中心に
教科・科目の構成等を変更

　新学習指導要領では、多くの教科・科目の構成が変更

された。＜資料３＞は、新学習指導要領と現行学習指導
要領における、高等学校の各学科に共通する教科・科目

等及び標準単位数を示したものである。変更の大きい科

目を中心に、ポイントを見ていこう。

　国語　
　共通必履修科目は、現行の『国語総合』から、『現代

の国語』『言語文化』へと変更となった。

　選択科目は『論理国語』『文学国語』『国語表現』『古典

探究』へと、構成が大きく変わった。各科目の教材の取

扱いについては＜資料４＞を参照いただきたい。また、
それぞれの科目で扱う〔知識及び技能〕と〔思考力、判

断力、表現力等〕の事項・領域が示され、さらに〔思考

力、判断力、表現力等〕については、「話すこと・聞くこ

と」「書くこと」「読むこと」の領域ごとに授業時数が示

された点も特徴である＜資料５＞。
　地理歴史　
　『地理総合』『歴史総合』が共通必履修科目となった。

『地理総合』は、「GIS（地理情報システム）」「グローバ

ル」「防災」「ESD（持続可能な開発のための教育）」な

どが主なテーマである。『歴史総合』は、近現代に重き

を置き、日本史と世界史を融合して「世界における日本」

を意識して学ぶ科目で、現行の世界史や日本史とは構成

が大きく異なる。また、選択科目として、『地理探究』『日

本史探究』『世界史探究』が新設された。

　「何ができるようになるか」については、これからの時

代に必要となる資質・能力が「知識・技能」「思考力・判

断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」という

「資質・能力の三つの柱」に整理された。各教科・科目の
目標も、三つの柱で整理し示されている。

　「どのように学ぶか」については、「主体的・対話的で
深い学び」の実現に向けた授業改善が必要で、特に生徒
が各教科・科目等の特質に応じた見方・考え方を働かせ

ながら、知識を相互に関連付けて深く理解したり、情報

を精査して考えを形成したり、問題を見出して解決策を

考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向か

う過程を重視した学習の充実が必要とされている。そこ

で、各教科等の学習指導要領解説でも「主体的・対話的

で深い学び」のイメージが示されている。

　また、「資質・能力」の育成や、「主体的・対話的で深

い学び」の実現のためには、学校全体として、教育内容

や時間の適切な配分、必要な人的・物的体制の確保、実

施状況に基づく改善などを通して、教育課程に基づく教

育活動の質を向上させ、学習の効果の最大化を図る「カ
リキュラム・マネジメント」を確立することが重要とさ
れている。

　「資質・能力」の育成・評価や、「主体的・対話的で深

い学び」の視点からの授業改善、「カリキュラム・マネ

ジメント」などは、諮問『初等中等教育における教育課

程の基準等の在り方について』が出された2014年頃か

ら力を入れる高校が少なくない。これらの具体的な取り

組みについては、『Guideline特別号2020』など、過去

のGuidelineの記事を参照いただきたい。

＜資料２＞学習指導要領改訂の方向性 

（文部科学省ホームページ「平成29・30年改訂　学習指導要領、解説等」より）
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　公民　
　共通必履修科目として『公共』が新設された。原則と

して入学年次及びその次の年次の２カ年での履修とな

る。選挙権年齢及び成年年齢が引下げられることなどが

理由である（同様の理由で、選択必履習の『家庭基礎』

『家庭総合』の「持続可能な消費生活・環境」の内容も

２年次までに履修）。

　数学　
　選択科目として『数学Ｃ』が新設された。ほか、統計

教育を充実させる目的や、『数学活用』の廃止などから、

既存科目にも学習内容の移行などがある。

　外国語　
　統合的な言語活動を通して「聞くこと」「読むこと」

「話すこと［やり取り・発表］」「書くこと」の五つの領

域をバランスよく育成するための『英語コミュニケー

ションⅠ、Ⅱ、Ⅲ』と、発信力の強化に特化した『論理・

表現Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ』が新設された。

　情報　
　共通必履修科目として『情報Ⅰ』が新設された。『情

報Ⅰ』にはプログラミング、ネットワーク（情報セキュ

リティを含む）やデータベース（データ活用）の基礎等

の内容が盛り込まれ、データサイエンス教育が大幅に充

実された。

＜資料３＞高等学校の各学科に共通する教科・科目等及び標準単位数 
〔　改訂　〕 〔　現行　〕

教科 科目 標準
単位数 必履修科目 教科 科目 標準

単位数 必履修科目

国語

現代の国語 2 〇

国語

国語総合 4 〇２単位まで減可
言語文化 2 〇 国語表現 3
論理国語 4 現代文Ａ 2
文学国語 4 現代文Ｂ 4
国語表現 4 古典Ａ 2
古典探究 4 古典Ｂ 4

地理
歴史

地理総合 2 〇

地理
歴史

世界史Ａ 2 　  〇
地理探究 3 世界史Ｂ 4
歴史総合 2 〇 日本史Ａ 2
日本史探究 3 日本史Ｂ 4 　  〇
世界史探究 3 地理Ａ 2

地理Ｂ 4

公民
公共 2 〇

公民
現代社会 2

「現代社会」又は
「倫理」・「政治・経済」倫理 2 倫理 2

政治・経済 2 政治・経済 2

数学

数学Ⅰ 3 〇２単位まで減可

数学

数学Ⅰ 3 〇２単位まで減可
数学Ⅱ 4 数学Ⅱ 4
数学Ⅲ 3 数学Ⅲ 5
数学Ａ 2 数学Ａ 2
数学Ｂ 2 数学Ｂ 2
数学Ｃ 2 数学活用 2

理科

科学と人間生活 2
「科学と人間
生活」を含む
２科目 
又は 

基礎を付した
科目を３科目

理科

科学と人間生活 2
「科学と人間
生活」を含む
２科目 
又は 

基礎を付した
科目を３科目

物理基礎 2 物理基礎 2
物理 4 物理 4
化学基礎 2 化学基礎 2
化学 4 化学 4
生物基礎 2 生物基礎 2
生物 4 生物 4
地学基礎 2 地学基礎 2
地学 4 地学 4

理科課題研究 1

外国語

英語コミュニケーションⅠ 3 〇２単位まで減可

外国語

コミュニケーション英語基礎 2
英語コミュニケーションⅡ 4 コミュニケーション英語Ⅰ 3 〇２単位まで減可
英語コミュニケーションⅢ 4 コミュニケーション英語Ⅱ 4
論理・表現Ⅰ 2 コミュニケーション英語Ⅲ 4
論理・表現Ⅱ 2 英語表現Ⅰ 2
論理・表現Ⅲ 2 英語表現Ⅱ 4

英語会話 2

家庭
家庭基礎 2

家庭
家庭基礎 2

家庭総合 4 〇　　 家庭総合 4 〇　　
生活デザイン 4

情報
情報Ⅰ 2 〇

情報

社会と情報 2 〇　　
情報Ⅱ 2 情報の科学 2

理数
理数探究基礎 1
理数探究 2～5
総合的な探究の時間 3～6 〇２単位まで減可 総合的な学習の時間 3～6 〇２単位まで減可

※科目構成に変更がある教科等のみ抜粋
（文部科学省ホームページ「平成29・30年改訂　学習指導要領、解説等」より）
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　理数　
　将来、学術研究を通じた知の創出をもたらすことがで

きる創造性豊かな人材の育成をめざして新設された。『理

数探究基礎』『理数探究』の履修をもって、『総合的な探

究の時間』の一部または全部に替えることができる。

　総合的な探究の時間　
　小・中学校における『総合的な学習の時間』の取組の

成果を生かしつつ、より探究的な活動を重視する視点か

ら、位置付けを明確化し直すことが必要とされたことか

ら、高等学校では『総合的な探究の時間』に改められた。

新学習指導要領に円滑に移行するための措置（移行措置）

がとられ、2019年度から先行実施されている。

新教育課程の検討状況は？

　変更点の中でも、国語は課題が大きい。新学習指導要

領では、実社会で求められる国語の能力を育てることが

目的となっている。そのため『現代の国語』と『論理国

語』では、社会生活に必要な「論理的」「実用的な文章」

を扱い、「『文学的な文章』を除いた文章」を扱う。「文

学的な文章」は『言語文化』と『文学国語』で扱われる

が、前者の内容には古典も含まれている。学習の基盤と

しての言語能力を育成するためにも、大学入試に対応す

るためにも、『論理国語』『文学国語』両方の内容を学習

させたい一方で、他教科・科目の授業時数とのバランス

もとる必要があり、科目の選択は悩ましい。

　『公共』『家庭基礎／家庭総合』が２年次までの履修と

されたこと、他にも『地理総合』『歴史総合』『情報Ⅰ』

など、低年次に設置したい新設科目が多いことなどか

ら、１・２年次の設置科目の調整も必要だろう。情報や

地理を専門とする教員の不足なども課題である。

　さらに、個別の教科・科目だけでなく、学校のグラン

ドデザインに基づき、学校全体でいかに生徒の資質・能

力を伸ばしていくのかという、カリキュラム・マネジメ

ントの視点から教育課程を検討する必要がある。

　そこでガイドライン編集部では、新学習指導要領の特

徴や変更点を踏まえて、各高校では2022年度以降の教

育課程の編成に向けてどのように検討しているのか、ま

た新教育課程への期待や不安についてガイドライン読者

の先生方にアンケート（注）を実施した。

　各科目を配置する年次を聞いたところ、６～７割近く

が「未定」「わからない」と回答。学年を選択いただい

た回答を見ると、『歴史総合』は『地理総合』『公共』に

比べて１年次とする割合が高い、『情報Ⅰ』は１年次が

大半、『総合的な探究の時間』は低年次ほど設置予定の

割合が高いという結果となった。国語の選択科目につい

ても、７割以上が「未定」「わからない」となったが、

＜資料４＞国語科　各科目の「内容の取扱い」に示され
た各領域における教材の取扱い（抜粋）

＜資料５＞国語科　各科目の「内容の取扱い」に示された
各領域における授業時数（単位時間）

（注）「2019 年度　Guideline10 月号、11 月号に関するアンケート」。Web で実施（2019 年12 月13 日～ 2020 年１月５日）。全体では182 名が回答。

現代の国語
【読むこと】
○現代の社会生活に必要とされる論理的な文章及び実
用的な文章

言語文化

【読むこと】
○古典及び近代以降の文章とし、日本漢文、近代以降
の文語文や漢詩文などを含める
○我が国の言語文化への理解を深める学習に資するよ
う、我が国の伝統と文化や古典に関連する近代以降
の文章を取り上げる
○必要に応じて、伝承や伝統芸能などに関する音声や
画像の資料を用いることができる

論理国語

【読むこと】
○近代以降の論理的な文章及び現代の社会生活に必要
とされる実用的な文章
○必要に応じて、翻訳の文章や古典における論理的な
文章などを用いることができる

文学国語

【読むこと】
○近代以降の文学的な文章
○必要に応じて、翻訳の文章、古典における文学的な
文章、近代以降の文語文、演劇や映画の作品及び文
学などについての評論文などを用いることができる

国語表現
【話すこと・聞くこと】
○必要に応じて、音声や画像の資料などを用いること
ができる

古典探究

【読むこと】
○古典としての古文及び漢文とし、日本漢文を含める
○論理的に考える力を伸ばすよう、古典における論理
的な文章を取り上げる
○必要に応じて、近代以降の文語文や漢詩文、古典に
ついての評論文などを用いることができる

〔思考力、判断力、表現力等〕

　話すこと・
聞くこと 書くこと 読むこと

現代の国語 20～30 30～40 10～20

言語文化 5～10

【古典】 
40～45

【近代以降の文章】 
20

論理国語 50～60 80～90

文学国語 30～40 100～110

国語表現 40～50 90～100

古典探究 ※

※「古典研究」については、１領域のため、授業時数を示していない

（「高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説　国語編」より）

（「高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説　国語編」より）

Kawaijuku Guideline 2020.4･520



『論理国語』『古典探究』は『文学国語』『国語表現』に

比べて「設置予定」と回答する割合が高かった。

　教育課程の編成や実施運営にあたって感じている課題

や、新課程への期待、校内での工夫などを自由に書いて

もらったところ、「課題」が多く寄せられた。各教科の

時数配分や、新設科目の指導に加え、教員や生徒の負担

増、大学入試の方向性が見えない中で教育課程を編成す

ることへの不安などが挙がった。その一部を紹介する。

新学習指導要領の趣旨を踏まえた教育課程編成等

●科目や単位数だけでなく、生徒が身につける資質・能力を明
確にした上で教育課程が編成されることを希望している。
● 生徒が主体的に学ぶにあたって、生徒の意欲の引き出しや到
達度の設定について難しいと考えています。

新設科目の指導

● 国語の教員だが、『文学国語』を取り入れたいが、単位数の
奪い合いで無理そうな気がする。『論理国語』について、教
員自身の経験値が０であることが大きな不安要素である。『言
語文化』においての「古典文法」の扱いが以前より少なくな
りそうで、これで古文を読解できるように指導していくのか
と考えると暗澹たる気持ちになる。
● 国語に於いて、『論理国語』と『文学国語』を分割したこと
自体に大いに問題がある。言語は全てのベースであり、論理
性も感性もどちらも人間には不可欠であるのに、実用性にし
か目を向けていないことが既に間違っている。
● 地歴公民をどのように履修させるか苦労しそうです。
● 私は『情報』を担当していますが、今後プログラミング教育
を高校ではどのような形で実施に移すのか大きな課題だと捉
えています。
● 従来の課外授業を縮小し、『総合的な探究の時間』に充てる
方向です。そのかわり、授業改善がどんどん進んでいること
もあるため、それで対応できると考えています。

各教科の時数配分等

● それぞれの教科の配分が複雑すぎて、全体としてバランスが
良いカリキュラムを組むのが困難。教科ごとでなく、実際に
高校３年間でバランスよく学べるように科目を考えて設定し
たい。
● 各担任団によって選択科目の振り方がかなり異なり、毎年の
講座編成が大きく影響されてしまうのが本校の課題です。学
校としての一貫した指導が必要だと感じています。
● １年次は単位の取り合いになる。３年次は選択科目で工夫を
試みているが、多様な進路を希望する生徒に対応しようとす
るとクラス分けがうまくいくかどうか不安。
● ２年次の授業科目が思うように組めない。方法を模索してい
るところである。
●社会科からは『地理総合』『歴史総合』の授業時数確保のた
め、他の教科のバランスを欠いた案も出ているが、本校は
SSH校であり、社会科が理科より多くならないようにしたい。
● 本校は工芸科のため、専門科目の履修単位数がある程度決
まっているので、普通教科の単位数を増やすことが難しい。

新教育課程への期待や課題
（高校教員アンケート結果より）

授業時数増や教員・生徒の負担増

● 週当たりの単位数を増やすことで生徒は疲弊する一方で、大
学受験に対応するためには３年の11月には教科書をすべて
終了する必要がある。まさに揺れ動いている。
● 今までの教える内容が軽減されずに新たなことが追加される。
その時間のやりくりと教員研修の確保。
● やらなければいけないことばかりが増えて、今までの授業数
では圧倒的に足りないのではないかと思います。増やすばか
りでなく、減らすことも考えていただきたい。　　　
●配当単位数が増えそうで、生徒の他の活動への影響が出そう
である。
● 単位数が増加することが想定される。大幅なカリキュラム改
訂を実行する必要があると考えている。
● 本校は１コマ65分で運営してきたが、科目が増え複雑になっ
ているため１コマ50分にするしかないと予想される。これは、
じっくり考えさせる授業形態に逆行するものである。
● 現在７時間授業の日を週２回とっているが、これ以上は無理
である。
● 土曜日に授業を行うのか否か、働き方改革に逆行するので意
見がまとまらない。
● 趣旨は理解するが、実質的に教員にも生徒にも負担が増え、
思うような効果が得られるかどうか不安である。

大学入試の影響

● 国語や地理歴史・公民については、入試科目がどのようにな
るかで対応が変わるため、その方向性を早く出してほしい。
● 大学入学共通テストの試験科目がわからないので、現状、高
１のカリキュラムしか組めていない。国語はもちろんのこと、
わからないことだらけで、組みようがない。英語成績提供シ
ステムや記述式の話題ばかりが出てくるが、これも大問題で
あり、早く道筋を付けてもらいたい。
● 主体性等の評価やポートフォリオ、調査書等の入学者選抜に
おける大学の活用についての対応を考慮していかなければな
らない。
● 入試科目がどのようになるのかで変更できるように単位数を
考えて設計している。
● 前任校で現学習指導要領での教育課程を編成するときも同様
だったが、大学入試科目が見えていない中で教育課程を編成
するのは非常に不安である。教科書会社や教育産業等から提
供されるさまざまな情報（教育課程のモデル等）は、進学校
を中心とするものばかりで、就職希望者が多い学校や職業学
校でのヒントになるような情報が少ない。

● 大学の対応と他校の状況を参考に最善の課程を追及していき
たい。
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学校グランドデザインと育成する資質・能力を再検討
全体の単位数は各学年ともに32単位

　北海道函館中部高校は、北海道・東北の国公立大学や、

東日本の難関私立大学を志望する生徒が多い進学校であ

る。類型選択（文理分け）は２年次から行い、2019年度

の３年生は文系３クラス、理系２クラス、医進系１クラ

スである。新教育課程の編成については、2018年度にま

とめた学校グランドデザイン「白楊魂チャレンジ」の

「函中コンピテンシー」に基づいて検討を進めている。

　「学校グランドデザインを再検討しようと考えたきっ

かけの一つが、2021年度からの調査書の様式の変更です。

新様式では、『指導上参考となる諸事項』の記述欄が拡充

されています。生徒の活動や成長を評価するにあたって、

育成をめざす生徒像を明確にし、どのような意識をもっ

て日々の活動に取り組ませていくか、学校全体で共通認

識をもつことが大切だと考えました」（田中先生）

　「函中コンピテンシー」では、「時代を切り拓く力」「世

界に貢献する力」を育てるため、Listening「傾聴力」、

Thinking「思考力」、Collaboration「協働力」、Foresight

「先見力」の４つの力の養成をめざしている。これらの力

は、2018年9月に実施した、全教員が参加した研修会で

「函館中部高校の生徒に身につけさせたい力」を出しあっ

てまとめたものだ。研修会に参加した教員からは、「本校

には大学進学実績の向上ばかりではなく、グローバルな

視野をもって世の中の役に立てるような生徒を育成した

いと考えている教員も多いことがわかった」などの感想

が挙がり、これからの学校づくりへのモチベーションが

向上したという。

　新教育課程は、カリキュラム委員会が中心となって

2020年度中にまとめ、2021年秋までには公表する予定

である。現在、函館中部高校では各学年33～ 34単位で

編成しているが、新教育課程は全学年32単位とする予定

だ。また、「函中コンピテンシー」を踏まえた、各教科に

おける授業展開の方法や評価のあり方をルーブリックと

して作成することを2020年度の目標としている。

　「現行教育課程では、２年次に７限目を実施する日が週

に４回あり、放課後の有効活用ができないことが大きな

課題でした。土曜日の活用も検討するとともに、各教科

には、学習指導要領で示された標準単位数での実施を基

本とし、『増単ありきでは考えない』ことを伝えています。

今後は教科が主体となって授業改善を進めることで、授

業の質を高め、生徒の学力向上につとめていきたいと考

えています。とはいえ、まだ新課程対応の教科書が出て

いませんし、大学入学共通テスト（以下、共通テスト）

における国語科や地理歴史・公民科の扱いも公表されて

いません。しばらくは情報収集を続け、各科目の単位数

や配当学年などは慎重に検討する予定です」（田中先生）

　「これまでは、『大学入試センター試験で得点率８割』

などを目標とし、大学入試に必要な知識や解き方を教え

込もうとする授業も少なくありませんでした。しかし、そ

れでは標準単位時間数では収まりません。これからは、

各教科における見方・考え方や基本的な知識・技能を授

業で身につけさせ、大学入試に向けた学習は、生徒が志

望に応じて自分で学ぶことができるように育てるという

発想で授業をする必要があると思います」（西山先生）

北海道函館中部高等学校

「学習者を育てる」をより意識した授業を行い
標準単位数を基本に新教育課程を検討

　北海道函館中部高等学校（田尻勝敏校長）では2021
年９月の中学生対象学校説明会での公表をめざし、新学
習指導要領に基づいた教育課程（以下、新教育課程）を
検討している。新教育課程の検討の方向性について、教
務部長の田中光章先生（数学）にうかがうとともに、科目
編成が大きく変わる教科の指導について、国語科の西山
竜男先生、地歴公民科の尾村晃治先生にうかがった。

尾村晃治 先生西山竜男 先生田中光章 先生

Par t  2 高校の取り組み
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している。新教育課程では、文系では『論理国語』『文学

国語』の両方を４単位ずつ置くことが可能になりそうだ

が、理系・医進系では数学や理科の単位数との兼ね合い

で、両方を４単位ずつ置くことは困難な状況だ。

　「例えば、理系・医進系では『論理国語』に加えて、学

校設定科目として『文学国語』の趣旨を踏まえた科目を

少ない単位数で置くという方法もあるかもしれません。

また、両方を減単して置くという方法もあるかもしれま

せん。しかし、『文学国語』でも『書くこと』の観点の目

標時間数が30～ 40単位時間と示されていますが、どの

ような活動が『文学国語』の趣旨に合った『書くこと』

なのか、イメージがはっきりと持てないでいます。ここ

が明確にならないと、学校設定科目の検討も、減単も難

しいのが現状です」（西山先生）

他教科との連携も視野に入れて指導を充実
大学入学共通テストでの扱いが課題

　地理歴史・公民の共通必履修科目については、１年次

に『歴史総合』『地理総合』（各２単位）、２年次に『公

共』（２単位）を全類型共通で置く方向である。

　各科目の指導内容について尾村先生に聞くと、まず

『歴史総合』については、あまり心配していないと言う。

「『歴史総合』では、近現代史を中心に、日本史と世界史

を統合して扱うことになりますが、これまでも日本史を

専門とする教員が世界史を教えることもありましたし、逆

もありました。今後に向けて大きな問題はないと考えて

います。また、例えば週に２回授業があったら１回を日

本史の教員が、もう１回を世界史の教員が担当すると

いったような連携ができれば、日本史・世界史相互の視

習指導要領の趣旨や、

大学入試の変化も踏ま

え、古典文法を網羅的

に教えなければ何も始

まらないという発想か

ら抜け出す必要がある

でしょう」（西山先生）

　現代文については、

現行教育課程では『現

代文Ｂ』を２・３年次

合わせて文系６単位、

理系・医進系４単位と

新学習指導要領の各科目の趣旨を理解し
選択科目と授業内容を検討

　国語は、共通必履修科目が『国語総合』（４単位）から、

『現代の国語』と『言語文化』（各２単位）に変更される。

また、選択科目も含め、各科目に「話すこと・聞くこと」

「書くこと」「読むこと」の観点別に配当時間の目安が示

された（P20）。『現代の国語』は「話すこと・聞くこと」

や「書くこと」に多くの時間数を割くこととされている

一方、『言語文化』は「読むこと」が中心となっている。

　「当初は、『現代の国語』が現代文、『言語文化』が古典

に該当するという漠然としたイメージを持っていました

が、観点別の配当時間を見て、国語という教科で生徒に

身につけさせたい力が見えてきました。すなわち『現代

の国語』は発信する力を育成することを目的とし、『言語

文化』は、現代文・古典にかかわらず読む力や読むため

に必要な知識、つまり理解する力を身につける科目だと

いうことです」（西山先生）

　選択科目については、まず、『古典探究』を全クラスで

置く。現行教育課程では、『古典Ｂ』を２・３年次合わせ

て、文系７単位、理系６単位、医進系５単位で設置して

いる。新教育課程では、標準単位数での設置を基本とす

るため、『古典探究』も４単位になる方向である。

　「これまでは、精読をできるようになるために文法・語

彙指導に多くの時間を割いてきました。しかし、近年は現

代文のみで受験できる大学も増えていますし、古典の入試

問題を見ても、かつてのような細かな文法を聞く問題より

も、場面状況把握ができるかとか、文章の大意をくめてい

るかどうかがポイントとなっているように感じます。新学

国語

地理歴史・公民

＜資料＞2019年度時間数配分表

（北海道函館中部高等学校 2019年度学校紹介パンフレットより）
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点で学ぶことができ、歴史的事象のより深い理解につな

がると考えられます。本校は現在、１年次に『日本史Ａ』

と『世界史Ａ』の両方を２単位ずつ置いているため、こ

のような配置も不可能ではないでしょう」（尾村先生）

　また、『歴史総合』の教科書はまだ公表されていないが、

尾村先生は国際バカロレアで使用している教科書が参考

になるのではないかと言う。「国際バカロレアの教科書は、

『20世紀の戦争の原因と結果』といった大きなトピック

があり、それに関する本文や資料が掲載されるという構

成です。『歴史総合』も、『問い』に基づいたテーマ史の

ような構成になると考えられていますから、授業の進め

方なども参考になると思います」

　『地理総合』については、地理が専門の教員が足りない

ことが多くの高校に共通する課題となっている。函館中

部高校でも、現在『地理Ｂ』を担当しているのは大学で

地理を専攻した教員ではない。

　「中でも、『地理情報システム（GIS）の活用』が盛り

込まれた点は心配です。地理を専攻していない教員を対

象とした外部研修会などがあると助かります。また、『持

続可能な地域づくり』に関する項目や、学習のまとめと

して地域に関する課題研究（『生活圏の調査』）が盛り込

まれたことにも注目しています。これらの内容は、本校

で2019年度から『総合的な探究の時間』で行っている

SDGsに関する探究活動と親和性が高いでしょう。連携

させることで探究活動を充実させることができるのでは

ないか、と考えています」（尾村先生）

　『公共』については、評価方法等に対して課題を感じて

いる。「『公共』では、ディベートやディスカッションな

どの活動を通して『法や規範の意義及び役割』などにつ

いて考えることとされています。ペーパーテストだけで

は科目の趣旨に合った評価ができない可能性があるため、

例えば生徒の活動の様子やレポートなどの成果物などに

よって評価し、定期考査は後期のみにするなど、柔軟に

できればよいのではないかと考えています。ただし、共

通テストでの扱いは気になります。もし、詳細な知識を

問うような問題が出題されるのであれば、授業もそれに

対応する必要があるでしょう」（尾村先生）

　西山先生は、「『公共』は消費者教育など家庭科とも親

和性が高いため、現在１年次に配置している『家庭基礎』

と連携し、教科横断的な授業ができるとよいかもしれま

せん」と言う。

　『日本史探究』『世界史探究』は標準単位数が３単位で、

現行の『日本史Ｂ』『世界史Ｂ』（４単位）と比べて１単

位分減ることとなる。これから作成される教科書の内容

にもよるが、授業で扱う内容を精選する必要があるだろ

う。この点について尾村先生は、「『日本史探究』『世界史

探究』は、すべての項目を通史的に詳細に教えようとす

ると、３単位では授業時間数が不足すると考えられます。

『歴史総合』の授業を通じて、生徒に歴史的な見方・考え

方を培い、自ら歴史を学習できる汎用的スキルを身につ

けさせることが重要になるでしょう」と指摘する。

　函館中部高校では、現行教育課程では『Ｂ』科目を

２・３年次合計で文系６単位、理系・医進系５単位とし

ているが、新教育課程で単位数を減らすことも検討して

いる。「特に理系は、共通テストを『歴史総合』『地理総

合』『公共』のみで受験できるのであれば、２・３年次の

地理歴史・公民は、現行ほど多くの単位数を置く必要は

なくなるかもしれません」（尾村先生）

　最後に、新教育課程を検討する上で大切にしたいこと

をうかがうと「生徒が関心に応じて学びを深めることが

できるように、カリキュラムを考えたい」（田中先生）、

「『函中コンピテンシー』を中心に学校活動全体が有機的

に結びつくようなカリキュラムを作り、さらに生徒も教

員も成長を実証的に確認できるような評価規準を作って

いきたい」（尾村先生）、「これからの時代に必要な“生き

る力”をもつ生徒を育成するために必要なことを、１回

１回の授業や、１年間、３年間の教育課程に落とし込ん

でいきたい」（西山先生）と語ってくださった。

北海道函館中部高等学校

◇所在地：北海道函館市時任町11-3

◇沿革：1895（明治28）年　函館尋常中学校開校
1948（昭和23）年　学制改革により北海道立函館高等学

校として発足
1950（昭和25）年　北海道函館中部高等学校と改称し、

男女共学実施

◇学級編成：各学年６クラス

◇生徒数：男子399名、女子317名（2019年5月1日現在）

◇特色：道内屈指の伝統校で、付近が「ポプラが丘」と呼ばれている
ことから、ポプラの和名「白楊」を学校の象徴としている。また、
英語教育の充実（オールイングリッシュの授業）を特色としている。

◇卒業生の進路：2019年４月８日現在 卒業生236名
・進路：４年制大学170名、その他の大学2名、短期大学3名、
専修学校15名、就職3名、その他43名

・合格者の内訳（現役生、延数）： 国公立大学94名、私立大学
184名
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「2021委員会」が中心となり
教育のグランドデザインを検討

　兵庫県立三田祥雲館高等学校では、「2021委員会」が

中心となり、新教育課程を検討している。

　2021年は、１月に大学入学共通テストが始まるほか、

新教育課程を決定する時期であり、また校区内の中学生

の人数が減少のピークとなり、さらに三田祥雲館高等学

校は創立20周年を迎えるという、節目の年となる。

　2021委員会は、そうした状況で、どのような姿で2021

年度を迎えるのか、方向性や指針を検討することを目的

に、2018年度に設置された。メンバーは校長、教頭、事

務長、進路ガイダンス部長、教務部長、探究情報推進部

長、および希望者など計10 名からなる。

　2021委員会の活動について、委員長の金澤恵理子先生

は、次のように語る。

　「さまざまな課題を検討するにあたり、まずは本校のめ

ざす方向性を明確にする必要があると考えました。そこ

で、校訓『自律・創造・敬愛』を踏まえて、教育目標を

再検討しました。新たな教育目標は『知・徳・体の調和

のとれた人格を形成するとともに、新しい時代を担い、地

域や世界に貢献できる人材を育成する』で、従来のもの

と大幅に変えたわけではありませんが、より分かりやす

い表現にしました。その上で、全教職員が参加するグラ

ンドデザイン研修会（詳細は後述）で、教育目標の達成

のために育てたい資質・能力を全教職員で議論しました。

それらを踏まえて2021委員会で新教育課程の素案を検

討し（素案の内容は後述）、2019年度内に教育課程編成

委員会で大枠を決定することにしました」

　2021委員会は、新教育課程の素案を作り、管理職、教

務部、各教科の主任からなる「教育課程編成委員会」に

提案し、各教科が討議した結果を、再度検討し調整する

役割を担うが、金澤先生は大きな意義があると考えてい

る。

　「教育課程編成委員会は、教科の代表者が出席します。

そのため、ともすると教科間で単位数の取り合いになっ

てしまいがちです。教科を越えて、さまざまな立場の教

員からなる2021委員会において新教育課程の素案を作

ることで、本校の教育全体を俯瞰し、生徒に身につけさ

せたい資質・能力の涵養を第一義とした議論ができたと

思います」

自分たちの強み、弱みを洗い出した上で
育てたい資質・能力を考える

　グランドデザインや新教育課程素案の策定に向けて、

教職員間での共通認識を図る工夫も行った。

　2019年度は、全教員が参加する「グランドデザイン研

修会」を、８月と１月に実施した。８月の研修会では、KJ

法を用いて「生徒」「教職員」「教育内容」などについて、

同校の強み・弱みを洗い出し、グループごとに意見を集約

して発表した。それを受けて、１月の研修会では、各グルー

プで、「生徒に身につけさせたい力」について議論した。研

修で出た意見を基に「2021委員会」で検討を重ね、「探究

心QUEST」「チャレンジ精神CHALLENGE」「グローカ

ルマインドGLOCAL MIND」「人間力HUMANITY」「共

創力CO-CREATION」の５つ（SHOUN）にまとめた。

兵庫県立三田祥雲館高等学校

グランドデザインを教員間で共有し
「探究」を中心とした教育課程を策定

　兵庫県立三田祥雲館高等学校では、「2021委員会」を中心に、2022年
度以降の新学習指導要領に基づく教育課程（以下、新教育課程）を検討し
ている。研修会などを通じて教育の方向性について共通認識を醸成し、「探
究」を柱に据え、「生徒に身につけさせたい力」を意識した教育課程の編成
をめざしている。現時点での検討状況について、「2021委員会」委員長の
金澤恵理子先生（進路ガイダンス部長・数学科）と、「2021委員会」委員
の井上正一先生（教務部長・数学科）にうかがった。

井上正一 先生金澤恵理子 先生
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に固執せずさまざまな意見が出て、多角的な議論が展開

され学校経営への参画意識が高まったと感じています」

（井上正一先生）

充実した探究活動が大きな特色
新教育課程でもさらなる深化を図る

　グランドデザイン研修会で、教員の多くが強みとして

挙げたのが学校設定教科『探究』(以下『探究』)である。

2002年度の開校時から、『探究』に力を入れており、と

りわけ2009年度にスーパーサイエンスハイスクール

（SSH）の指定（2017年度から第２期の指定）を受けて

から、さらに充実した内容になっている。

　三田祥雲館高等学校は全日制単位制で、１年次は全員

が共通教育課程で学び、２年次から自分のキャリアデザ

インに応じた科目を選択し、緩やかに人文・社会科学系

（文系）、自然科学系（理系）に分かれる。現行教育課程

の単位数は１年次32単位（『自然科学への誘い（注）』履修

者は33単位）、２・３年次は選択科目により30～ 32単

位である。

　現行の教育課程を見ると、１年次に『SS探究Ⅰ』（１単

位）、２年次に『SS探究Ⅱ』（２単位）、３年次に『SS探

究Ⅲ』（２単位）を必履修としている。さらに、２・３年次

には、学校設定科目の『探究A・B』科目群から、各学年

で２単位ずつ選択が可能とすることになっている。『探究

A・B』科目群には、『サイエンス探究基礎』『文学研究』

『園芸入門』『大学連携講座』など、教科横断的に学べる

20～ 25科目を設定し、生徒は興味関心や進路希望に応

じて選択する。科目によっては２・３年生が一緒に受講

する場合もある。また、希望者は学校設定科目の『自然

科学への誘い』（１単位）を１年次に履修できるようにし、

　「グランドデザイン研修

会では、全教職員を約８名

ずつのグループに分けて議

論しました。各グループに

は、進行役として2021委

員会のメンバーが１名入る

ほか、できるだけ同じ教

科・分掌の教職員が固まら

ないように配慮しました。

それによって、教科・分掌

『探究』に関する科目に多くの単位数を割いている。

　限られた授業時間数の中で、これだけの『探究』の時

間を確保しているのは、創立以来の取り組みで生徒の成

長に大きな手応えを感じているからである。

　「興味を持ったテーマについて、文献調査やフィールド

ワーク、アンケート分析、実験、論文作成などの活動を

繰り返す中で、大学で学びたいことが明確になった生徒

が少なくありません。また、『探究』での学びを深めるた

めの海外との交流や地域での取り組みを含めた探究活動

がきっかけとなり従来からの教科学習の意欲の高揚がみ

られます。『探究』と従来の『教科の学び』が両輪になっ

て、相乗効果を生み、生徒が成長していくことを、本校

の教員は実感しています。そこで、グランドデザイン研修

会でも、今後も『探究』を本校の教育の柱にしていくこと

で合意を得ることができました。新教育課程では『総合

的な探究の時間』が必修となり、多くの高校がこれまで以

上に『探究』に取り組むようになるでしょう。『探究』を

本校の強みにし続けるためにも、例えば、『SS探究』と

教科の学習を関連付けたり、『探究A・B』で分野融合型

の科目を設置したりするなど活動内容の改善を続け、他

校との差異化を図りたいと考えています」（金澤先生）

2019年度中に新教育課程の大枠を決め
詳細は2020年度以降にじっくり検討

　これらの検討を経て、2020年１月中旬には、2021委

員会が新教育課程の素案をまとめた。『選択科目群A・B』

と『探究A・B』『選択科目（希望者）』の具体的な設置科

目は2020年４月以降に各教科で協議する予定である。

　素案を見ると、まず各学年の全体の単位数は現行教育

課程から変更はない。

（注）『自然科学への誘い』…土日や放課後などを活用して、関西学院大学や、県立人と自然の博物館、地元企業と連携し、大学教授の講義、ＡＬＴによる化
学実験、プログラミング入門などを実施。1学年のうち約35名の生徒が選択している。

＜資料＞令和元年度入学生教育課程

（令和元年度 兵庫県立三田祥雲館高等学校学校案内より）
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　「本校は現在、２・３年次の場合、全体の単位数は最大

で32単位です。これを33もしくは34に増やそうという

意見も出ました。そうすれば、他の教科の授業を入れる

余地が生まれるからです。けれども、本校は部活動に参

加する生徒が多いこと、教員の授業負担をこれ以上増や

せないことなどから、当面は最大32単位のままで編成す

ることとしました」（井上先生）

　学校設定教科『探究』に関する科目は、教育課程の柱

となることから、『SS探究Ⅰ～Ⅲ』『探究A・B』『自然科

学への誘い』は現行の単位数とする。

　地理歴史・公民の共通必履修科目は、１年次に『歴史

総合』、２年次に『地理総合』『公共』を配置する。『歴史

総合』を１年次に置いたのは、２年次から『世界史探究』

『日本史探究』を学習できるようにするためだ。

　「１年次に『歴史総合』と『地理総合』の２科目を置

き、『家庭基礎』または『情報Ⅰ』を２年次に移行する案

もありましたが、『家庭基礎』は高校生活を送る上での基

礎的な力を培う上で不可欠ですし、『情報Ⅰ』は探究の活

動を充実させるために１年次に置く必要があることから、

『地理総合』を２年次に置くことにしました」（金澤先生）

　「地理歴史は、教員の配置も課題になります。特に地理

を専門とする教員は県内でも少なく、『地理総合』が共通

必履修科目となることで、地理の授業数が増えるため、悩

ましいところです。『歴史総合』は、世界史と日本史の教

員がチームティーチングのような形式で教えられると良

いですが、教員の授業時間数が増えることなど、時間割

編成上の課題を解決する必要があります」（井上先生）

　国語は、１年次に共通必履修科目の『現代の国語』（２

単位）と『言語文化』（２単位）を配当。２・３年次には

選択科目群に『論理国語』（４単位）、『古典探究』（４単

位）を置き、人文・社会科学系の生徒には全員に履修さ

せる予定である。

　「できれば『文学国語』（4単位）も全員に履修させた

いのですが、全体の単位数の都合上選択科目にするしか

ありません。１年次の『言語文化』で近代以降の文学的

な文章を活用する、ともありますが、それだけでは不十

分です。『文学国語』の要素を入れた２単位程度の学校設

定科目を作るという意見も出ましたが、それも難しいと

予想され、国語科では困惑の声が挙がっているのが実状

です」（金澤先生）

　「また、現行教育課程でも２年次の自然科学系では、

『SS探究Ⅱ』や数学・理科の単位数が多いため、国語は

『古典A』（２単位）だけです。新教育課程の国語の選択

科目はいずれも４単位科目ですから、自然科学系の生徒

にどのように履修させるか、今後検討が必要です」（井上

先生）

　数学では、『数学Ｃ』が新設され、現行教育課程の『数

学B』から「ベクトル」などの内容が移行される。

　「素案では、『数学Ｃ』（２単位）は３年次の選択科目と

しました。しかし、ベクトルは２年次の選択科目である

『物理』を学習する上でも必要ですから、例えば２・３年

次に『数学B』『数学C』 をそれぞれ１単位置いて、ベク

トルを２年次で学習することができないか、検討してい

ます」（井上先生）

　理科の選択必履修科目は、現行課程のまま１年次に

『物理基礎』『生物基礎』、２年次に『化学基礎』を置き、

新たに人文・社会科学系では『化学基礎』と『科学と人

間生活』のどちらかを選択できるようにする予定である。

　以上、同校の新教育課程の検討状況を見てきたが、

2020年３月上旬までに決定するのは、各学年の必履修科

目を中心とした大枠である。選択科目群の設置科目など

は、新課程対応の教科書や、大学入学共通テストの出題

方針などの情報も収集しながら、2020年度には教科内容

を議論していくことになっている。

兵庫県立三田祥雲館高等学校

◇所在地：兵庫県三田市学園1丁目1番地

◇沿革：2002（平成14）年　開校
2009（平成21）年 SSH研究指定
2017（平成29）年 第２期SSH研究指定

◇課程学級数：全日制／普通科単位制18学級

◇生徒数：普通科707名（2020年1月現在）

◇特色：平成14年、単位制の全日制普通科高校として開校。校訓
「自律・創造・敬愛」のもと、知・徳・体をバランスよく育む人
間教育を推進し、地域、世界で活躍し、社会貢献できる人材の育
成に取り組んできた。スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
の研究指定校であり、全校生徒を対象とする課題研究を中心とし
た探究活動を展開している。また、西オーストラリア州立大学で
学ぶプログラムや台湾の高校で研究成果を発表し交流する科学研
修を実施するなど、国際教育にも力を入れている。

◇卒業生の進路：2019年３月卒業生　236名
・進路：４年制大学178名、短期大学7名、専門学校・各種学校
17名、就職2名、その他32名

・合格者の内訳（現役生、延べ数）：国公立大学67名、私立大学
376名、短期大学20名、専門学校・各種学校22名、公務員6名
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